
《結果》 

長良川の中上流部の 5 地点から

オオサンショウウオの環境 DNA

が検出された。 

また、揖斐川の 2 地点から 

チュウゴクオオサンショウウオの

環境 DNA が検出された(表 1)。 

清流・長良川のオオサンショウウオ 
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1.概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.環境 DNA調査 

 長良川 9地点、揖斐川 8地点(図 2)で採水、抽出した環境 DNAから 

オオサンショウウオとチュウゴクオオサンショウウオの DNAの検出を試みた。  

《環境 DNA調査の流れ》 

① 河川で採水、ろ過し、環境 DNAを抽出する。 

採水日:2019年 8月 6日(移動が活発な時期に採水) 

② 下記のプライマーを用いて PCRを実施。 

③  電気泳動で解析する。 

《プライマー》(Fukumoto et al.2015) 

Andrias japonicus-NADH1-F primer:CGGCGTTCTTCAACCATTG--> 

Andrias japonicus-NADH1-R primer:<--TTAACCACCTCCTTAATAATTTGAGCT 

Andrias davidianus-NADH1-F primer:AACACTCTTTTTAATTGCCCCAATAT--> 

Andrias davidianus-NADH1-R primer:<--GTTCTATTTATCCTTGCATTATCCAGT 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《考察》 

環境 DNA調査により、揖斐川にオオサンショウウオは生息していないことから、長良川にはオオサンショウウ

オの生息に適した何らかの要因があると考えた。 

世界最大級の両生類であるオオサンショウウオは、日本の固有種であり、岐

阜県以西の本州・四国・九州に生息している。岐阜県では、清流・長良川をはじ

め、木曽川水系では生息が確認されているが、揖斐川水系にはオオサンショウ

ウオは生息していない(図 1)。また、国の特別天然記念物にも指定されている世

界に誇るオオサンショウウオではあるが、岐阜県内の分布状況や生息条件など

の調査は、しっかりと行われていないのが現状である。そこで、環境 DNA の手

法を用いてオオサンショウウオの岐阜県内の分布や生息条件を明らかにしたい

と考えた。また、近隣の三重県や京都府などで侵入が確認されている外来種の

チュウゴクオオサンショウウオの侵入についても同時に調査した。 

 

図 1:木曽三川本流の地図 

図 2:長良川・揖斐川調査地点地図(岐阜高校提供) 

表 1:長良川,揖斐川で採水したサンプルの環境 DNA の電気泳動実験の結果 Aj:オオサンショウウオ  Ad:チュウゴクオオサンショウウオ 

 



3.地質に関する考察 

《仮説》 

オオサンショウウオの分布域拡大が最も活発だった新生代第四紀 

後期更新世(図 3)当時の河川規模から、過去の揖斐川の河川規模が 

小さく、オオサンショウウオの生息に適さなかったため、長良川で 

のみ生息しているのではないかと考えた。 

《考察》 

① 新生代第四紀の段丘の規模⇒当時の揖斐川の規模を推定(図 4) 

上流部で Lm(中位段丘)や Lf(中位段丘群)が揖斐川にほとんど分布して 

いないのに対して、長良川には多くの分布が見られたため、長良川は揖 

斐川に比べて段丘の規模が大きいと分かる。つまり、当時の長良川の規 

模が揖斐川に比べて大きく、長良川には分布を広げられたものの、揖斐 

川には分布が広げられなかったのではないかと考えた。 

② 付近の地質⇒現在の揖斐川の状況を推定(図 5) 

長良川ではチャートが、揖斐川では玄武岩が多く分布しており、分布 

  する岩石の違いは、川床堆積物の構成の違い、河川地形の違い、産卵 

巣穴となりうる横穴の数の違いなどに影響を及ぼす。この違いによっ 

て、長良川がオオサンショウウオの生息に適し、揖斐川が適さないと 

いう違いが生まれたのではないかと考えた。 

 

4.まとめ 

長良川と揖斐川の環境 DNA調査より、オオサンショウウオは長良川の中 

上流部に生息し、揖斐川には生息していないことが分かった。揖斐川から 

は、チュウゴクオオサンショウウオの環境 DNAが検出されたため、より詳 

細に追跡をしていきたい。 

地質の観点からは、長良川は揖斐川に比べて、オオサンショウウオの分 

布域拡大が最も活発だった新生代第四紀に河川の規模が大きく、また、地 

質の違いからオオサンショウウオが定着しやすかったのではないかと考えられる。 

今後も調査を重ね、岐阜県全体のオオサンショウウオの分布を把握し保護活動に寄与していきたい。 
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図3:新生代 年表 

図 4:木曽三川に分布する新生代第四紀の段丘の地図 
注:Lm(中位段丘)■ Lf(中位段丘群)■ 

図５:木曽三川に分布する主要な岩石の地図 
注：チャート■ 玄武岩■ 付加コンプレックスの基質■ 


